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レオウイルス科ウイルスベクターを用いた
呼吸器・消化器系感染症に対する粘膜ワクチンの開発

概要
　レオウイルス科に含まれるロタウイルス、哺乳類レオウイルス（レオウイルス）は経鼻あるいは経口投与
可能なワクチンベクターとしての応用が期待されている。独自に開発したレオウイルス科ウイルスの人工合
成技術は、ウイルスベクター開発に加え、そのベクター機能を活用して、新規の経口ワクチンやガン治療ウ
イルスなどの開発に応用可能である。
技術シーズ
●ロタウイルスおよびレオウイルスの人工合成技術により、
任意の遺伝子改変を加えた組換えウイルスの作製が可能。
●ウイルス分節遺伝子内に外来遺伝子を組み込むことが可
能であり、呼吸器系（インフルエンザウイルス、新型コ
ロナウイルス等）や消化器系（ノロウイルス等）の感染
症に対する粘膜ワクチンの開発が可能。
●迅速に適切なワクチンのデザインや安全性の向上に適用
できる（ロタウイルス）。
●レオウイルスは選択的腫瘍溶解活性を有する。そのため、
粘膜ワクチンだけでなく、腫瘍溶解活性や安全性をより
向上させた腫瘍溶解性レオウイルスベクターの開発に応
用可能。

対象疾患：感染症、癌
特許情報：
1. 特許番号：特許第6944213号、発明の名称：人工組換えロタウイルスの作製方法、
 登 録 日：令和3年9月14日、出願人：国立大学法人大阪大学
2. 特許番号：特許第6762070号、発明の名称：人工組換えロタウイルスの作製方法、
 登 録 日：令和2年9月10日、出願人：国立大学法人大阪大学


